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形式と用法において、ほぼ対応しているとされている (大西 1989、井上・黄 1996、曹 2000、
劉 2009 等)。例えば、 
 
(1)  a. 「今さら何を言うんだ。お前が結婚したいって言ったんじゃないか。」 
b. “事到如今你说什么呀！不是你说想要结婚的吗？” 
(2)   a. “哟，这不是兰香吗？你怎么来了？” 
































の概要は表 1 のとおりである。 
 
                                                   
1
 「確認用法」とは、「話し手が自分の判断について相手の確認を求める」(国研 1960: 109).用法のことで
ある。張.(2010).では、会話に現れた「デハナイカ」の 98%が「確認用法」であるという結論を出してい
る。“不是…吗”について調べた結果、100%が「確認用法」に属しているという結果が現れた。「デハナ








表 1 データの概要 



















)(話者は C01～C20 になっている) 
会話の方式 雑談 日本語と同様4 
話者の数 2(1 会話の話者数)×10(組)＝20 人 日本語と同様 
会話時間 
19 分(1 会話の平均時間)×10(組) 
→ 187 分 50 秒(総会話時間) 
39 分(1 会話の平均時間)×10(組) 













                                                   
3
 被験者の出身は次のとおりである。C01 広西省-C02 湖南省；C03 湖北省-C04 福建省；C05 雲南省-C06
安徽省；C07 四川省-C08 北京市；C09 河北省-C10 河北省；C11 四川省-C12 湖北省；C13 吉林省-C14 遼寧

















 (3) IF03: そうすると，もうテープしかないじゃん． 
 (4) JF20: おっきいお金を動かすんだよ，とか話を聞くじゃない． 
 (5) IF03: お前じゃないか． 
 (6) JF18: 自分が一番しっくり行くようにまとめなおすっていう感じに，で，いいんじ
ゃないの？ 
 




 (7)  C08: 昨天晚上你不是躺下了吗． 
(夕べ寝てたじゃん．) 
 (8)  C02: 对啊，考试的时候不都得有监视器吗． 
(そうよ，試験のとき，皆，防犯カメラがあるじゃない．) 
 (9)  C08: 可是，可是你这考试不是在 11月↑． 
 (でも，でも試験は 11月にあるじゃない↑．) 
 (10)  C17: 哎，你钢琴不十几年↑，很快就能练好． 
 (えっ，ピアノ暦十数年じゃん↑，すぐできるよ．) 
 
 データ (1) とデータ (2) における両形式の使用頻度と形態を表 2 にまとめる。 
 
表 2 「デハナイカ」と“不是…吗”の使用頻度と形態 
 デハナイカ 不是…吗 
会話時間 187 分 50 秒 391 分 19 秒 
使用回数 144 例 80 例 








































（二） 確認要求機能――順番交替が起こる (a) 
（三） 評価・感想の表示機能――順番交替が起こっても起こらなくてもいい (b、c) 
 





01  JF17: で，朝までやってたか[ら， 
02  JF18:                      [うん． 
03  JF17: あ，姉さんと[か， 
04  JF18:             [うん． 
→ 05  JF17: 会うわけじゃん↑． 
06  JF18: うん． 
07  JF17:  “へ：：，まだ起きてやってたの↑”[って， 
08  JF18:                     [うん． 
09  JF17: そういう時に“たいへんだね”って言った後に，“あっ，でもさ，私が頼ん









10  JF18: [｛笑い｝ 
11 JF17: [“大学院に入ったわけだから，そんな可哀相も何もね，言ってあげる必要
ないんだよね”とか言われると 
12  JF18:  そこまで言うんだ．｛笑い｝ 
 
(12－コンピューターテスト) (出典：データ(2)) 
→ 01 C17: 我们不是考计算机二级吗． 
02  C18: 嗯． 
03 C17: 然后我们只复习了 Excel，我以为我们就报了 Excel，就只看 Excel，结果还需
要考计算机程序设计的公共基础. 
訳(01  C17:  コンピューターの二級テストを受けたじゃん． 
02  C18:  うん． 







う一つは、01、03、05 番の JF17 の発話に対して、JF18 が返す反応として、「うん」などの
短い「あいづち的な発話」だけで十分で、しかも普通そのようなものでしかありえないと
















 「語りの前置き」(story preface) と呼ばれることもある (Sacks1974、Jefferson1978 等)。 




 (13－アイヌ人) (出典：データ(1)) 
((JF11 は JF12 に金田一春彦のお父さんがアイヌ人の女の人にアイヌ語を教えてもらっ
ていたと話している。その続きで、)) 
01 JF11: で，その女の人は、アイヌ、北海道から出てき[て， 
02 JF12:                       [うん． 
03 JF11: 東京で，アイヌの民話とかをこう広めたいっ[て， 
04 JF12:                      [うん． 
→ 05 JF11: しっぴ，童話とかあるじゃん↑，『コロボックル』みたいな，ああいうのを
執筆してて，で，なんか，東京(…)，暑いのと，ほら，体に合わなくて，あ
と生活習慣とかも合わなくて，18で亡くなっちゃったん[だけど．  
 06  JF12:                                  [えっ↑，はやっ． 
             [うん． 
   07  JF11:  [なんか結局，最終稿のなんか直しを，入れた次の日とか亡くなったと
かって． 
   08  JF11:  なんか心臓が悪かったとか言って． 
   09  JF12:  なんかドラマチックだ[よね． 




3.3 機能 B：確認要求機能 
 
 (14－英語テスト) (出典：データ(1)) 
01 IF01: なんか友達受けたんだけどね， 
 02 IF02: 英語が↑． 
03 IF01: 英語っていうのが，学力テストみたいなのなんだって． 
 04 IF02: は↑． 
→ 05 IF01: だから小学校の時受けたじゃん． 
06  IF01: なんか(…)． 
07 IF02: 何，知能テスト↑． 
08  IF01: そうそうそうそうそう． 
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 曹 (2000) では、「中国語では、話し手と聞き手の間で認識のギャップが感じられない場合は、“不是…
吗”を用いて、話題を切り出すことが出来ない」(p316) としている。 
 i)  最近って、子供の誘拐事件が多いじゃない。 
 ii) *最近拐骗小孩的不是挺多的吗？ 
というような例を挙げて説明している。しかし、実際の会話への分析を通して、“不是…吗”も「話題提
示」機能を果たしているということがわかった。 






   01  C17:  你不是校服队的↑． 
   02  C18: 我不是校服队的． 
→ 03  C17: 那，那个志愿者服务队不也校服队的吗↑． 
   04  C18:  它跟校服队是分开的. 
訳(01  C17:  あなたは校服隊(学校の福祉サークル)じゃないの↑． 
  02  C18: 私は校服隊じゃないよ． 
  03  C17: あのボランティアグループも校服隊じゃない↑． 
  04  C18: あれは校服隊とは別よ．) 
 
(16－好き) (出典：データ(2)) 
 01  C02:  我喜欢的是 TY． 
→ 02  C01:  哎，你不是喜欢 MD 吗↑ 
03  C02:  MD 是纯洁，过去式． 
訳(01  C02:  私が好きなのは TY． 
02  C01:  えっ，MD が好きだったんじゃないの↑． 
    03  C02:  MD は純情派で，もう過去形なんだ．) 
 
機能 A と違って、以上の例に現れた「デハナイカ」と“不是…吗”は、聞き手に確認を
要求する機能を果たしている (以下、機能 B と記す)。機能 A の場合の「常識」と違って、
ここでは、話し手と聞き手の間に明らかに「認識のギャップ」(曹 2000) が生じており、そ
のギャップを解消するために、「デハナイカ」発話が用いられていると考えられる。例えば、
(14) において、IF01 が IF02 に「友達の話では、英語のテストは学力テストみたいなもの
だそうだ」と話しても、IF02 がよくわからなくて「は↑」と答えた。そこで、IF01 が小学
校の時のことを例に出して IF02 にその記憶があるかどうかを確認している。 
“不是…吗”に関しても同じことが言える。(15) にしても (16) にしても、情報をより
はっきりさせ聞き手との間の認識ギャップを解消するのが“不是…吗”の使用動機であり、









3.4 機能 C：評価・感想の表示機能 
 
(17－方向性) (出典：データ(1)) 
01  JF11: しかも，戦後でやるからさ，そんなまさか松前藩に攻められたとか，そん
な江戸時代の話してもしようがないしさ． 
   02  JF12:  また難しいことを(…)． 
   03  JF11:  へ：↑． 
→ 04  JF12:  まあ，いいん[じゃない，なんか．12 
   05  JF11:        [でも，うん． 
→ 06  JF12:  方向性が決まったからいいんじゃない． 
   07  JF11:  そう． 
   08  JF12:  何かしら． 
  09  JF11:  “何を考えてきたんですか”とか言われて，私は，もともと． 
 10  JF12:  うん． 
 
(18－考え方) (出典データ(1)) 
  01 IF01:  だけど，“最後は 3 つ，持ち駒 3 つになったとこで，大手に受かったんです
よ”って話した[ら，“俺にはできないね”とか言って， 
  02 IF02:           [うん． 
→        それは[その人の考え方じゃん． 
  03 IF01:      [で，“何ができないんですか”って言っ[て，“え，その，3 社受けた
後にバイトっていうのが疲れるんですか”って聞いたら，“違う”，とか言
って， 
  04 IF02:                       [うん． 
うん． 
 
機能 A は話し手から聞き手に話題を提示したり展開したりするもので、機能 B は話し手
から聞き手に確認を要求するものである。言わば、後ろの発話とつながりが強いという共
通点がある。それに対して、(17) や (18) のような「デハナイカ」発話は聞き手の発話を
受けて、話し手が自分の評価や感想を述べるものである (以下、機能 C と記す)。例えば、













ないことになる。つまり、規則の (b) と (c) が適用される。話し手が続けて話す場合もあ
れば、話者が聞き手に替わる場合もある。但し、いずれの場合も、前の発話と内容的なつ
ながりを持つことで、機能 A と B に区別される。 








表 3 「デハナイカ」と“不是…吗”の使用頻度と機能別分布 
 デハナイカ 不是…吗 
会話時間 187 分 50 秒 391 分 19 秒 
出現回数 144 回(100%) 80 回(100%) 
使用頻度 約 1 分 18 秒に 1 回 約 4 分 53 秒に 1 回 
機能 A(話題提示) 77 回(53.5%) 28 回(35%) 
機能 B(確認要求) 28 回(19.4%) 52 回(65%) 
































し付けていることが感じられる」(曹泰和 2000: 326) というような主観的な解釈はされてき
たが、“不是…吗”にも例 (12) が示したような「話題の提示・展開機能」があるという本





 (19－友達) (出典：データ(1)) 
→ 01  IF06: その後にさ，「人名 6 名」14とさ，「人名 7 姓」君がついてきたじゃん． 
02  IF05: うん． 
→ 03  IF06: 私あの 2 人苦手じゃん． 
04  IF05: ｛笑い｝ 
→ 05  IF06: 別に「IF05」が友達であることには，何の構えもないんだけど，私的には
苦手じゃん． 
06  IF05: うん． 
07  IF06: だから，うん，“この人か”． 
    この，気分の，こうすごい，低空飛行的な時に，“この人たちか”，みたい
な． 
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 「人名 6 名」という表記は、その会話の中に出てきた 6 人目の人の名前という意味である。個人情報
保護のために用いた表記法である。 




 (20－異性) (出典：データ(2)) 




 02 C14: 也有相异的． 




 05 C13: 但是我觉得吧， 
06  C14: 我觉得异性，就比如说，没有什么，因为是异性所以没有什么隔阂，你懂吗↑，
就直接，他觉得她这点好，她觉得他这点好，就吸引了，互相吸引了，而同性
可能象你说的． 
  07  C13: 嗯哼↑，不知道，我觉得，你知道我是为什么会觉得同性相互吸引吗↑，是因为
我是这样想的，往深层知识考虑，就是我觉得人生活在社会上， 
 08  C14: 物以类聚↑． 
  09  C13: 不是，这是怎么说呢． 






       02  C14: 違うのもある． 
       03  C13: 彼は性格が異なる人同士だからこそ惹かれあうという意味． 




       05  C13: でも，私は思うね， 
       06  C14: 私は，異性の場合，例えば，何もない，異性だからこそ隔たりがない，
わかる↑，直接的に，彼は彼女のこういうところがいいと思い，彼女は
彼のこういうところがいいと思って，惹かれあう，お互いに惹かれあう，
                                                   
15 なるべく中国語の会話方式を再現するために、直訳している。 





       07  C13: うん↑，知らない，私は思う，なぜ私は同性が惹かれあうと思うか知っ
ている↑，私はこう思うから，深く考えれば，人間は社会で生きていく
には， 
       08  C14: 類は友を呼ぶ↑． 



















 (21－夏休み) (出典：データ(3)。C は中国人学習者、J は日本人母語話者) 
→ 01  C:  夏休み，一か月ぐらい，国に戻ったじゃん． 
   02  J:  うん． 
   03  C:  だから(…) 
→ 04       (1.0) 













たことは親友の J も当然知っていて、02 番の「うん」からもわかるように、J は C の話の
続きを待っていたわけである。03 番で C の話が途絶えてしまい、04 番で沈黙が発生して
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文字化記号凡例 
，    ポーズ、継続を示す抑揚 
．    下降調抑揚 
文字：  長音。前のモーラが延ばされている 
↑     上昇イントネーション 
[  ]    同時発話の始まりと終わり 
｛ ｝    非言語行動 
(数字)   その秒数の間合いがある 
(( ))   背景説明 
(…)    言いよどみや聞き取り不可能な部分 
形式   注目する表現形式 
→    注目する発話 
(張恵芳 筑波大学大学院生) 
 




On the Expressive Function Difference 





The motivation or the effect of expression in the flow of dialogue is defined as expressive 
functions.  The purpose of this paper is to clarify the difference of “de wa nai ka” and 
“bushi…ma” in natural dialogue.  Three types of expressive functions are proposed in this paper 
based on the basic rule of turn-taking system: A, the function of providing and expanding topics; B, 
the function of seeking confirmation from; and C, the function of comment of sentiment expression.   
The frequency in use of “de wa nai ka” in natural dialogue between young women is four times of 
that of “bushi…ma”, and most of the use belongs to function A.  For “bushi…ma”, function C 
does not appear, but function B that is mainly used.  This paper analyzes the causes of the 
difference of expressive function between Japanese and Chinese from the perspective of topic 
proposal and expansion. It also suggests that teachers in Japanese and Chinese language education 
should explain to the learners about the main functions of “de wa nai ka” and “bushi…ma”.  The 
study method adopted by this paper is a new trial for the contrast of modality between Japanese and 
Chinese. 
 
